


猛暑予報ですが… 常 タッフに る保 区 舎 ~ 

 
今年の梅雨は降水量・降雨日ともに少なく、晴れた日はうだるような暑さ。じめじめ

しないのは良いですが、水不足が心配です。 
常勤職の一人、佐藤達夫がコクガン調査に同行するため、6月 14日から 7月 18日まで

丸一ヶ月不在。団体利用やイベント、工事に修理に調査にと目が回るような留守番組です。 
 
保 区 
ひたすら観察路を草刈る日々。この時期は道の両脇からも伸びて垂れ下がってくる

ので、肩掛草刈機で刈った後ハンマーナイフ(自走式草刈機)で路面の草とまとめて破
砕するのがワンセット。 
浄化池はトラクターをかけて草を抑えています。畦に設置した自動撮影カメラには

アオサギやコチドリが映っていました。田植えは 5 月 6 月のボランティアデーで無
事完了。アミミドロの勢いが良くて苗が結構倒れてしまっているので、捕植が必要か

も。その他、導流堤やカワウコロニー管理通路の草刈も進行中。 
ゴムシートが剥がれてしまった水車池④は低水位用のポンプのおかげで底まで排

水することができ補修工事のめどが立ちました。今号発行時には工事が完了し水が戻

せている筈。何事もなく直りますように。 
 
鳥の方はアオサギ・ダイサギ・カワウの繁殖がほぼ終了。カワウコロニー内のダイ

サギ幼鳥にはカラーリングを装着しました。鴨場北池や田の字池ではカイツブリが 
繁殖中。今年はセッカが久々に鳴いています。浄化池周辺ではではムクドリが群れて

おり草刈りをしていると出てきた虫を捕まえに集まってきます。鴨場との境の林では

スズメ、カワラヒワ、シジュウカラなどの親子連れがよく見られます。トビ・ミサゴ

はちょくちょく記録あり。カモメ類はウミネコがたまに見られるぐらいでコアジサシ

は見かけなくなってしまいました。この他、バンが長靴池・田の字池で見られ、オオ

バンも北池にいる模様。繁殖か？ 
 
観察舎が使えないということで団体利用はもっぱら保護区案内中心。この時期は 
カニ・トビハゼ・バッタが主役。子供たちを引き連れわーきゃーとにぎやかに探検し

ています。ショウリョウバッタですらとても興奮してくれるのはありがたいですが、

自然に触れ合う場所や機会が乏しいのかなとも思います。 

キアシシギ(左)とネジバナ 



（前のページより続く） 
 ○ 動  
 県の「公の施設の見直し方針(案)」に関するパブリックコメントが当初予想より

早く実施されました。皆さまには突然のお知らせで驚かせてしまいましたが、おか げ

さまで多方面からコメントを出していただきました。良い方向に動くとよいのです が。 
今  

 8 月 13 日(土)日中に昆虫観察会、夕方セミ羽化観察会。20 日フィールドミュー

ジアム「泥干潟」、夜の昆虫観察会、21 日に江戸前干潟研究学校。9 月末から 1 ヶ

月谷津干潟で保護区紹介のポスター展示予定。やちょかん祭りは 11 月 3 日(木・祝)
に決定。規模は縮小してしまいますがどうぞよろしく。 
 文：野長瀬・山口 友の会新 HP 作成中！ http://gyotokubird.wix.com/npofgbo 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

パブリックコメント 多くの方が意見を提出してくださいま した。 
行徳野鳥観察舎は、千葉県行政改革審議会により「県施設として維持する必要性

が低いため、廃止する方向で検討を行う。」「跡地の利用については、市川市と協議

を行う」という方針(案)が出されました、これに対する「意見募集」(パブリックコ

メントの募集)が 6 月 1 日から 6 月 30 日までの間に行われました。意見を記入し

た用紙を郵送、ファクス又は電子メールで千葉県に送るものでした。 
多くの皆さんが声をあげてくださいました。友の会スタッフや、常連さんがお預

かりして、県にお送りしたものだけでも、１１９通に達しています。皆様、どうも

ありがとうございました。 
友の会としても、保護区の自然を愛し、管理に携わる者として、以下のとおりコ

メントを提出いたしました。 
 
        
行徳鳥獣保護区が、日本の自然保護の記念碑的な役割を担っているとともに、 

国際的に重要な湿地であることに異論はないと考えます。その素晴らしさを社会に 

広め、未来を担う多くの子供たちにも引き継いでいくには、付属の施設は必要です。

自然保護という目的上、保護区内への自由な立入の制限が伴うことから、保護区を 

見渡し、望遠鏡で鳥や景観を観ることができるスペースが不可欠なのです。利用者 

をフォローする専門スタッフも必要でしょう。 

地元の利用が多いのは当然かつ健全なことです(この種の施設は地元に受け入れ 

られなければ未来はないと考えます)。一方で、もちろん県内外からの利用者も 

ありますし、かつてスペイン国王が訪問されたことに象徴されるように、全国的・ 

国際的にも重要な場所です。 

自然に親しみ、その大切さを発信できる拠点がしっかりと再生されることを

願います。 

２１９－３         行徳野鳥観察舎友の会「すずがも通信」 



No
科名 種名 5/2 5/8 5/16 5/22 5/31 6/6 6/11 6/19 6/26

1  キジ科 キジ ○ ○

2 ヒドリガモ ○ ○ ○

3 カルガモ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ハシビロガモ ○

5 コガモ ○ ○

6 ホシハジロ ○ ○ ○ ○

7 キンクロハジロ ○

8 スズガモ ○ ○ ○ ○

9  カイツブリ科 カイツブリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10  ハト科 キジバト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11  ウ科 カワウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 ゴイサギ ○

13 アオサギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 ダイサギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 チュウサギ ○

16 コサギ ○

17 バン ○

18 オオバン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19  チドリ科 コチドリ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 タシギ ○ ○ ○

21 チュウシャクシギ ○ ○

22 キアシシギ ○ ○

23 イソシギ ○ ○ ○ ○

24 キョウジョシギ ○

25  カモメ科 コアジサシ ○ ○

 カモ科

 サギ科

 クイナ科

 シギ科

の 川上正敬

2016年5月から6月の保護区鳥類調査の結果です。この二ヶ月で50種を記録しました。

春の渡りの季節が終わり種数は急激に減少する一方、雛の姿などがよく見られる季節で

す。

《今季のトピックス》

１．5月初旬、たくさんのオオヨシキリを記録しました（5/2、16羽）。しかし、その後

姿を消しました。

２．5月下旬になると、熟したサクラの実に雛を連れたムクドリ、スズメなどが群れて

いました。



26  ミサゴ科 ミサゴ ○

27  タカ科 トビ ○ ○

28  カワセミ科 カワセミ ○ ○ ○ ○

29  キツツキ科 コゲラ ○ ○

30  ハヤブサ科 チョウゲンボウ ○

31 オナガ ○ ○ ○ ○

32 ハシボソガラス ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 ハシブトガラス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34
 シジュウカラ
科

シジュウカラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35  ツバメ科 ツバメ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36  ヒヨドリ科 ヒヨドリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37  ムシクイ科 メボソムシクイ ○

38  メジロ科 メジロ ○ ○

39  ヨシキリ科 オオヨシキリ ○ ○ ○

40  セッカ科 セッカ ○ ○ ○

41  ムクドリ科 ムクドリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42  ヒタキ科 キビタキ ○

43  スズメ科 スズメ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 ハクセキレイ ○ ○ ○ ○ ○

45 セグロセキレイ ○

46 カワラヒワ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 シメ ○

48 アオジ ○

49 オオジュリン ○ ○

50  ハト科（外来種ドバト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 25 29 29 21 19 15 18 18

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。(4月～6月分。前号記載分は除く)
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の会イン  

こんにちは！ 11 期の社会人インターン N です。活動家（^^;; 

って超アヤシゲですね（笑）普段は仕事を持つ主婦ですが、裏

の顔（？）は、動物関係のいろんなボランティアをしています。

住んでいる町の自治会と協働で「動物を飼っている人もそうで

ない人も、気持ちよく暮らせる街づくり」を合言葉に、野良猫

の不妊手術を中心とする地域猫活動をしたり、適正なペットの

飼育を呼び掛けたりしています（この活動は実は現在仲間たち

に任せ、私はお休み中。仕事＆親の介護で忙しくなっちゃいま

した！）。 

 また私自身の犬たちを連れて、千葉県内の高齢者福祉施設を

訪問したり、大学や高校で学生たちに動物介在教育を行ったり

しています。若い人たちに、人間が自然や生き物とともに生き

ていくことの大切さ（って陳腐な表現ですが^^;）が少しでも伝

わったらいいなと思って活動しています。 

 5月で、観察舎でのインターン期間が終わってしまいました。

なんだか長い長い夏休みが終わった気分（ショボン）。 

いきなり「トビに差し餌してきて～」と鶏頭の細切れとピンセ

ットを渡されて目を白黒させた昨年 6 月から 1 年。本当に経

験することすべてが驚きと感動とコワゴワの連続でした。 

 子どものころに小鳥（十姉妹や文鳥、九官鳥）を飼ったこと

を除けば、野生の鳥とガチで触れ合うのは初めてでした。野鳥

病院での野鳥たちとの接近遭遇（？）は、すでに半世紀に及ぼ

うとしている私の人生、ひっくり返るぐらいのインパクトがあ

りました。 

 5 月 7 日、同期の R 君 N さんとともに、子どもたち向けの、

保護区のカニの観察会を開きました。1 年間、さまざまな観察

会のお手伝いをしましたが、自分たちで企画・実行するのは本

当に大変！ 幼い子たちが無心にカニを追いかけてはしゃぐ

姿を見られて、何よりうれしかったです。 

 友の会会員のみなさん、ボランティアのみなさんと濃ゆいイ

キモノトークができたのも、とってもシアワセでした。私の人

生を変えた野鳥観察舎の休館は、心から残念です。今後はボラ

ンティアとして、再開のお手伝いが何かの形でさせていただけ

たらいいなと思っています。 

 

Ｎさん、ありがとうございました！ボランティアお待ちしておりますよ❤ 

  











 

 

チョコッと見せてオイラの気を引いて

いるがこちとら、先刻そんなこたあ承知の 助、

その手は桑名の焼き蛤、気がつかない振り

をしていると、ますます図にのって挑発、

近寄って来た。 

コチョ、コチョとつまんでいるのはカナ

ヘビの死体、近頃この辺りではあまり見か け

なくなった代物、死んでから間ナシのモノ

らしく眼が活きていた。 

猫に襲われたのか尻尾の半ば千切れて

赤いものがチラチラ。 

何の反応も示さなかったらヒゲはポイ

と窓下にぶん投げた。気分を損ねてのこと

だろうが、何もそこまで、と。 

オイラは他のネコと違って、このテのも

のはまるっきり興味が無い。窓に来るヤモ

リは、見ることは見るけどただそれだけ。

エイはガラス越しにそっとさわっていた

が、オイラはそれを横目にしながら、ヒゲ

に背中をなぜてもらっている方がずっと

良かった。 

しかしこれがゴキブリになると、エイと

共同、しかしリーダーはオイラ！それこそ

家中を追っかけまわして息の根を止めて

ヒゲに見せるまで止まない。 

 

溜ったホコリ、チリを巻き上げて思う存分

走り回り仕とめた時の快感は、それまでの

ストレスを微塵に砕いて、あとは寝るだけ。 

先日、ヒゲに又イタズラをされた。 

いい気持ちでうつらうつらのオイラの

鼻先に見慣れないものが。 

リンカクがはっきりするについれて大

きなカエルの作りモノ、しかもウシガエル

の実物大とわかったのはしばらくしてか

ら・・・そいつが突然、口から赤い光を、 
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次に吠え、ノソノソと動き迫ってきた。 

びっくりしたの何のって、こっちは寝呆

けまなこでとびあがった。仕掛けたヒゲは

オナカを抱えての馬鹿笑い。しっかり楽し

ませてしまった。今でも、思い出すたび

いまいましい。 

そのうち、何とか考え中、いい思いつき

が浮かぶにちがいない。何しろヒゲの一の

子分だから。 

 

ふと、外に目をやると子連れの猫がこっ

ちをのぞいている。 

目が合っても内と外だから何てことは

ないが、オイラの来た時にダッコしてくれ

たモモエばあちゃんに顔も毛並みも体格

も瓜二つのそっくりさん。 

子供はというと黒白と茶トランの２匹

で親とはどこをとっても似ていない。 

近辺で生まれたノラ？かもしれないが、

いいヒトに飼われて、穏やかな一生を過し

てもらいたいもんだ。が、すでに飼われて

いてたまたま散歩に出てきたのかも知れ

ないから余りにいい加減なことは。 

♂♀は不明だが元気に走り回っている

姿はオイラたちの子供時代を見ているよ

うで、ヒトだとここは涙ぐむシーンだろう

が・・・ 

 

以前にちょくちょく顔を出していたグレ イ

のミックスがとんと姿をみせなくなった。 

大型で独特の風格をもってゆうゆうと

歩き回り、時々窓を見上げてオイラたちを

ジロリと一瞥、立ち去った。 

去勢してある猫の独特の顔つきは、いか

つい体つきに似合わず穏やかな丸顔で、

時々気にして外を見るのだが・・・・ 
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年をとったせいかやけに何か昔のコト

が目に浮かぶことが多くなった。 

加えて足腰も衰えて？きたせいか高い

所へあがるのがオックウになって、目的地

につくまで何段かのクッションが必要に

なった。 

横で見て見ぬ振りをしていたヒゲが オイラ

がすべったのを目ざとく見つけて、オマエ

も年だナーと今さらのようにぬかした。 

ここで人間なら、他人のことを云えるか ヨ。

自分を見ろ！ 

と、かえすところだったがオイラは“オ ト

ナ”だからそんなはしたないことはしない。 

フンと鼻先で笑って、あとはその場を離

れた。 

ヒゲにはこれが一番。うっかりのったり

したら後々が大変。 

ますますエスカレートして先が見えな

くなる。 

 

 

 

   争うカナヘビ(観察舎付近) 
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このところ連日の猛暑が続いてヒトサ

マの世界にイライラが蔓延、いやな事が多

い。オイラたち動物の世界では考えられな

いようなコトを平気でするホモサピエン

スとは何だろうか？ 

今日もバングラディシュのダッカで起

きたテロのニュースでもちきり。 

主義主張が違うというだけで無暗に殺

し合うなんてことはオイラたちの世界で

は考えられないコト。 

争いごとに敗れたらそっと身を引いて

姿を消す、又勝った方も深追いせずその

まま、といったルールができていて、殺す

な ん て こ と は よ ほ ど 飢 え て で も な け

れば・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トウキョウヒメハンミョウ(保護区内) 
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  ２０１６年度通常総会が開かれました   ２０１６年５月８日(日) 
 
 
 総会は、ＮＰＯ法上の社員（友の会の場合は運営会員がそれにあたります）によって構成さ

れる最高意思決定機関で、年１回開かれます。 
 
○審議事項 
 １． ２０１５年度事業報告、収支決算の件・ 

前年度の事業報告・収支決算が議決されました。 
 ２．役員改選の件 
  このたびの観察舎の休館に伴う友の会の方針や姿勢を確認する意味で、理事・監事は全員

退任し、改めて選任しました。この結果、理事のメンバーが一部変わりました。新しい理事

及び監事の任期は、２０１６年 6 月１日より２年間です。 
 
  5 月 31 日付退任 

理事  東良一  鈴木晃夫  清水大悟  石亀明   鈴木裕子  佐藤達夫  
矢野英之   佐藤祐子    

  監事  田久保晴孝   
  
６月１日付就任（ ）内は主担当を示す 

理事  鈴木晃夫(行政対応)  清水大悟(広報)  石亀明(雇用・運営等)  
 鈴木裕子(地域・他団体対応)  佐藤達夫(保護区管理) 

  矢野英之（安全衛生） 佐藤祐子(会計)  野長瀬雅樹(事業) 
 鈴木陽子(野鳥病院)  堀江聡美(人材育成) 

  監事  田久保晴孝 
 
☆次ページ以降に、事業報告・収支決算書等を掲載しています。さらに詳しい内容を知りたい

方、議案書、 議事録などをご覧になりたい方は、友の会までお問い合わせください。 
 
 
東良一理事が退任しました 
今回の理事改選を機に、東良一理事が退任されました。東理事は、友の会がＮＰＯになる前

より 30 年以上にわたり会の先頭にたって活動してきました。保護区の中に多くの湿地ができ、

夢のような景観が実現したのも、東理事の地道な行政や研究者、他団体との協働が有ってこそ

のものと思います。本当におつかれさまでした。厳しい状況ですが、新しい理事一同力をあわ

せてがんばります。（清水 大悟） 
 
 

２１９－１３        行徳野鳥観察舎友の会「すずがも通信」 
 



                        人 友

 で 同 水 が 地 の

15年 鳥 舎 休 を 千 へ 望 の 、 所 告 ・情 交

努

2015 動 ◆ 動

※ 】 活 る 支 支 目 い

い の

1 の の 及 【 】

1-1 行徳野鳥観察舎来館者等の応対 ※5-1．に関連項目

・保護区内や観察舎周辺等の案内・解説(団体利用・小中学校総合学習対応等含む)

団体利用84件2638名(内小学校17校1408名、保護区案内23団体729名)

[前年度団体利用99件3113名(うち小学校17校1502名、保護区案内13団体302名]

・大学等実習受入(9校16名) [前年度9校23名]

1-2 自然観察会等の開催

・新浜定例自然観察会(毎月第2日曜)延べ430名参加 [前年度延べ382名]

※日本野鳥の会東京支部、千葉県野鳥の会との共催

・夕暮れ観察会(毎月第4土曜)11回開催延べ102名参加 [前年度11回開催延べ118名]

・平日観察会(原則毎月第1木曜)10回開催延べ132名参加 [前年度11回開催延べ114名]

その他行事

・桜の花の観察会(4月5日73名参加) [前年度166名]

・行徳やちょかん祭り(11月7日600名以上参加) [前年度300名]

・保護区撮影・観察会(4月7日、4月9日、4月15日、4月29日延べ15名参加)

・江戸前干潟研究学校 7回延べ230名参加 ◆ ※3-2．に関連項目

1-3 自然観察会・各種イベントなどへの参加・協力・出展、講師派遣

・愛鳥週間 千葉県主催観察会 講師派遣(5月16日）

・谷津干潟の日出展(6月6・7日)

・葛西臨海水族園トビハゼ観察会補助(6月13日）

・葛西臨海水族園特設展(8月1日～10月31日「東京湾のトビハゼとその仲間たち」協力 ◆

・いちかわ環境フェア2015出展(10月3日)

・第7回東京湾海洋環境シンポジウム事例発表(10月7日) ◆

・東京湾大感謝祭環境学習交流会参加(10月25日) ◆

・ジャパンバードフェスティバル2015出展(10月31日・11月1日)

・台湾水環境教育会議シンポジウム発表(11月27日) ◆

 (The Meeting of Taiwan WaterEducation Network and Asia Wetland Forum on Environmental Education)

                    2015(平成27) 事 報告



2 保 、 する

2-1 市川市および周辺地域における各種会議等での発言・提言

・行徳内陸性湿地再整備検討協議会

・行徳臨海部街づくり懇談会

・市川市生物多様性モニタリング調査(情報提供・観察会協力)

・市川市史自然編 作成協力(原稿執筆・資料提供) ◆

2-2 行徳鳥獣保護区の野生生物の生息環境の改善・復元のための活動

・会員によるボランティア作業(随時) ※5-2．に関連項目含む

2-3 他団体との協力・意見交換

・トビハゼ保全 施設連絡会(湾岸地域自然観察施設等連携によるトビハゼについての

調査・情報交換・普及啓発活動)

・行徳保護区シンポジウム開催 (参加46名。保護区での生物調査報告とエコツアー事例発表

及び行徳生物多様性フィールドミュージアム研究会活動開始宣言) ◆

3 生生 い の 査 究 す

3-1 野生生物の生息調査および研究 【調査研究事業費】

・県内サギ類生息状況調査(繁殖地現況・予測調査、ねぐら入り調査、情報収集)

・周辺地域コアジサシ繁殖状況調査

・セグロカモメ、ユリカモメ標識調査

・鳥類カウント 行徳鳥獣保護区・新浜鴨場・江戸川放水路・三番瀬市川側各3回、市川市北部1回

・環境省モニタリング1000 シギ・チドリ類調査参加

・夜の昆虫観察会(ライトトラップを用いた夜間の昆虫相調査) 8月29日48名参加

・保護区植物調査

・保護区昆虫調査

・三島池汽水化実験(東邦大・茨城大・友の会)

・保護区タヌキ調査(日大動植物研究会・友の会)

・クイナ音声調査

3-2 「江戸前干潟研究学校」の実施 ◆

・月1回2日間、保護区水域で定置網等を利用した調査イベント

(講師：風呂田利夫さん。一般参加7回、調査のみ5回)



3-3 千葉県内繁殖地・ねぐらでの飛来状況・ねぐら入り羽数等調査(NPO法人バードリサーチ協力)

・行徳鳥獣保護区内繁殖状況調査

・クリスマス・コーモラント・カウント(CCC)2015
              早朝採餌行動・夕方塒時調査 12月23日 55名参加 [前年度46名]

千葉県「千葉県カワウ生息状況等調査業務委託」

4 の る 【 物 】 ※5-1
・傷病鳥救護、問合せへの対応など

・禽舎解説パネル、野鳥病院ニュースなど掲示物の作成

・警察署摘発の違法飼育野鳥鑑定、および保護飼養・放鳥協力

・「Yahoo!ボランティア」インターネット募金活動、

イオン市川妙典店・ダイエー南行徳店「幸せの黄色いレシートキャンペーン」登録団体

5 千 行 舎 行徳内陸性 理およ す 活 【 理 業 】

5-1 千葉県「千葉県行徳野鳥観察舎管理運営業務委託」

(1) 野鳥観察舎受付関連・普及啓発・周知広報等業務

・定例園内観察会指導 毎日曜・祝日(64回実施)延べ812名参加 [前年度59回実施延べ960名]

・ボランティア指導(ボランティアデー毎月第4土曜)12回開催・延べ99名参加 [前年度12回開催延べ145名]

・自然環境保護啓発講座の開催(9講座開催)延べ239名参加 [前年度15講座延べ331名]

・行徳野鳥観察舎HP(http://suzugamo.seesaa.net/)の作成・更新

・取材・問合せ対応：新聞・テレビ・ケーブルテレビなど25件 [前年度7件]

(2) 傷病鳥の救護と施設の管理

・傷病鳥受付、台帳整備、治療、給餌給水、看護、回復訓練、放鳥、傷病棟の管理清掃、

収容鳥の健康管理、餌場手入れ補修 入所60種373個体・放鳥等214個体

[前年度入所69種368個体・放鳥等193羽]

(3) その他施設維持管理・清掃業務

・館内外清掃、除草、軽微な修繕等

5-2 千葉県「千葉県行徳鳥獣保護区管理運営業務委託」 ◆

(1) 保護区利用対応

・保護区案内23団体729名

(2) 保護区施設維持管理

・観察路・観察壁維持管理、巡視点検、清掃・除草・植栽整備

(3) 野鳥等誘引

・営巣場所整備(除草等)、カワウコロニー管理



5-3 千葉県「湿地保全事業 湿地環境改善・維持管理業務委託」 ◆

内陸性湿地帯を良好な状態に保ち、野鳥を誘致するための環境維持・改善・野鳥保護事業

・水管理

・湿地環境改善・維持管理

5-4 千葉県「行徳湿地保全事業 水質・鳥類継続的調査業務委託」 ◆

内陸性湿地帯管理に役立てるため水質調査・鳥類調査

・水質調査(表層水10地点・2回/月、底泥水5地点・1回/隔月)

・鳥類調査(内陸性湿地帯 ラインセンサス及びマッピング週1回及び観察舎から定点月2回)

・鳥類標識調査 (10～3月)

6 の 人 いて する活

6-1 友の会発足30周年記念誌発行(8月)

14 6-2 ・会報「すずがも通信」発行(年6回偶数月1日) 【会報発行費】

・新規会員種別「電子会員」制度創設及び会報電子送付開始(2016年2月1日発行第216号より)◆

6-3 「野鳥観察舎四季の便り」年4回ポスター送付及び「しんはま写真展」開催

※市川市「市民活動団体支援制度」助成対象事業

7 の か 人の目 する

7-1 インターネット等での活動紹介、行事案内等

友の会Webサイト・ブログ・Facebookでの情報発信、市川ボランティアNPOweb、BIRDER.jp、

行徳新聞等へのイベント情報案内

7-2 行徳野鳥観察舎友の会インターン制度の実施 【インターン事業費】

・第10期生 修了報告会(7月19日)2名

・第11期生 3名受入(6月14日入校式、2月21・25日中間報告会)

7-3. 職員研修

・多摩動物公園見学(4月13日4名・14日4名)◆

・里山管理実習(山武市)(4月26日）

・刈払い機安全講習受講(5月1名)

・甲種防火管理新規講習受講(5月2名)



特定非営利活動法人 行徳野鳥観察舎友の会

（単位：円）

科 目

Ⅰ 入

  1  会費収入 539,500            

２ 参加費収入 57,200              

３ 補助金等収入 48,000              

４ 寄付金収入

寄付金収入 369,766            

募金収入 1,026,236          1,396,002          

５ 雑収入

受取利息 8,866                

その他収入 315,318            324,184            

Ⅰ  受託 業

１ 千葉県委託事業収入 34,525,623        

２ その他の委託事業収入 -                      -                      

収入合計(A) 36,890,509        

出

Ⅱ 1 一 業

１ 観察会等事業費 674,004            

２ 調査研究事業費 222,642            

３ 市川市１％支援事業 170,746            

４ 野生生物保護費 -                      

５ 会報発行費 354,540            

６ インターン事業費 298,052            

７ 管理費 332,357            2,052,341          

Ⅱ- 受託 業 32,344,729

Ⅱ  公 71,792              

支出合計(B) 34,468,862        

支差額（Ｃ）＝（Ａ）-（Ｂ） 2,421,647

前期繰越収支差額（Ｄ） 4,434,170

期繰越収支差額（Ｃ）＋（Ｄ） 6,855,817          

平成27年度 特定非営利活動に係る事業会計収支計算書
2015年4月1日より2016年3月31日まで

金 額



(単位：円)

科目 金額 科目 金額
Ⅰ 資産の部 Ⅱ 負債の部

１ 流動資産 １ 流動負債
現金預金 4,288,996    未払金 3,121,198    
未収金 5,635,380    預り金 8,941          
前払い費用 61,580         流動負債合計 3,130,139    

流動資産合計 9,985,956    

２ 固定負債
２ 固定資産 固定負債 -                

基本財産 33,689,994   固定負債合計 -                
什器備品 2,048,102    負債合計 3,130,139    

減価償却累計額 -2,030,697   
固定資産合計 33,707,399   Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産 38,150,266   
当期正味財産増加額 2,412,950    

正味財産合計 40,563,216   

資産合計 43,693,355   負債及び正味財産合計 43,693,355   

(単位：円)

Ⅰ 資産の部
１ 流動資産

現金預金
現金 現金手元有高 238,730                     
普通預金 三菱東京UFJ銀行行徳支店 2,032,159                  
普通預金 三菱東京UFJ銀行浦安支店 -                              
郵便貯金 市川塩浜郵便局 2,001,107                  

振替口座 17,000                      
        現金預金合計 4,288,996                  

未収金 5,635,380                  
前払い費用 61,580                      

流動資産合計 9,985,956   
２ 固定資産

基本財産
普通預金 三菱東京ＵＦＪ銀行浦安支 3,913,554                  
定期預金 三菱東京UFJ銀行行徳支店 29,776,440                

基本財産合計 33,689,994                
その他の固定資産

什器備品 コピー機1台 26,102                      
トラクター1台 譲与による所 1,050,000                  
草刈機1台 譲与による所得 280,000                     
耕運機1台 譲与による所得 192,000                     
軽トラック1台 譲与による所 500,000                     

  減価償却累計額 コピー機 -8,699                      
トラクター -1,049,999                
草刈機 -280,000                   
耕運機 -192,000                   
軽トラック -499,999                   

固定資産合計 33,707,399 
資産合計 43,693,355

Ⅱ 負債の部
１ 流動負債

未払金 3,121,198                  
預り金 8,941                        

           流動負債合計 3,130,139   
 2   固定負債

固定負債 -                              
固定負債合計 -               

負債合計 3,130,139
正味財産 40,563,216

平成28年3月31日現在

特定非営利活動法人 行徳野鳥観察舎友の会

科 目 金 額

平成２7年度
特定非営利活動に係る事業会計貸借対照表（勘定式）

平成28年3月31日現在

特定非営利活動法人 行徳野鳥観察舎友の会

平成２７年度

特定非営利活動に係る事業会計財産目録



特定非営利活動法人行徳野鳥観察舎友の会
（単位：円）

科 目 備 考
計 小計 合計

収入

Ⅰ 1

  １  会費収入

運営会員 40,000       2,000円×２０名

  普通会員 240,000     2,000円×120名

賛助会員 345,000     3,000円×115名

電子会員 10,000       1,000円×10名

ジュニア会員 2,000         500円×４名

団体・法人会員 30,000       667,000     10,000円×３口

２ 参加費収入 40,000       40,000       干潟観察会＆ﾌｨｰﾙﾄﾞﾐｭ研･観察会･やちょかん祭り

３ 助成金等収入

東京ガスパワーアップ応 250,590     日本環境財団

県民の環境活動支援 228,000     （一財）千葉県環境財団

その他補助金収入 -               478,590     

５ 寄付金収入

寄付金収入 200,000     

募金収入 200,000     400,000     

６ 雑収入

受取利息 10,000       

その他収入 350,000     360,000     1,945,590   自販機関連・違法飼育鑑定等

Ⅰ  受託

１ 千葉県委託事業収入

保護区管理運営委託 26,032,525

保護区湿地保全委託 4,060,009

水質・鳥類調査 2,846,500

２ その他受託事業収入 300,000 33,239,034 浦安市鳥類調査

当期収入合計(A) 35,184,624 

出

1

１ 観察会等事業費 310,000     JBF・環境フェア・谷津干潟の日・やちょかん祭り・セミ観察会

２ 調査研究事業費 200,000     寄付金充当（山崎喜美子基金）

３ 助成金事業費 600,000     

４ 会報発行等宣伝費 450,000     すずがも通信・HP作成費

５ インターン事業費 300,000     寄付金充当（山崎喜美子基金）

６ 管理費 400,000     2,260,000   庶務人件費・通信運搬費・負担金支出等

Ⅱ 受託

給与手当 21,800,000

法定福利費 1,900,000 社会保険料、労働保険料

福利厚生費 100,000 予防接種、健康診断、傷害保険料助成

退職金共済掛金 720,000

研修費 20,000

旅費交通費 40,000

通信運搬費 20,000 振込手数料、切手

消耗品費 800,000 消耗工具器具文具等の購入

           餌代 850,000 寄付金充当

燃料費 185,000 ガソリン・軽油・灯油

医薬品 100,000 傷病鳥用

印刷製本費 200,000 コピー機メンテナンス

修繕費 800,000 重機草刈機保守点検・補修等

          修繕予備費 1,000,000 重機修繕・買換え積み立て

車両費 85,000 車検

賃借料 0

保険料 200,000 自動車・観察会等保険料

租税公課 1,232,000 消費税・印紙税等

業務委託 2,500,000
伐 管

理・水車池シート補修・仮設禽舎修繕

支払報酬 0

雑費 50,000 自販機関連

管理費 600,000 33,202,000 

 70,000       70,000       法人住民税均等割

当期支出合計(B) 35,532,000 

当期収支差額(Ａ)-(Ｂ) -347,376    

前期繰越収支差額 4,834,266   

次期繰越収支差額 4,486,890   

支

平成２８年４月1日より平成２９年３月３１日まで

予算額



辺雑  

      ピ チ３題   

蓮尾純子 

 

 

 みなさま、パブリックコメントへのご協力

ありがとうございました。いきなり「至急」

のスタンプが押された封書が届いて仰天さ

れた方もおられると思います。期日が迫っ

ていたためスタッフが大急ぎでお送りした

もので、失礼の段なにとぞお許しください

ますよう。 

 パブリックコメント（略称パブコメ）と

いうのは審議会などで出された答申案に対

し、広く一般からの意見を求めて答申に反

映させるというものです。丁寧にホームペ

ージなどを見ないと募集していることすら

わからず、あまりなじみのないものです。

また「コメント」であるからには、やっぱ

りきちんと筋の通った内容を書かなくては

いけないというプレッシャーもかかって、

関係者でもないかぎり思い切って出すのが

面倒なものでした（少なくとも私には）。

みなさまもきっとそうだったと思います。

それでも、今回の「行徳野鳥観察舎は廃止

の方向で検討する」という答申案に対して、

おそらく数百通ものパブコメが提出された

ようです。結果は千葉県のホームページに

公表されるのですが、なんでも公表は７月 

末ごろになりそう、とのこと。なんらかの

形で答申に反映されることを期待しています。 

 さて。この稿がお目に止まるころには、

まる５週間ロシアに行っていて、通る方々

から「佐藤さん、やめちゃったの？」と何

度も聞かれている舎長さんこと佐藤達夫が

（無事なら）戻ってきているはず。３人で

交替して朝当番・夜当番をつとめる常勤さんが

２人になって、青息吐息です。幸いに２人

とも倒れずにちゃんと仕事をしていますけ

ど。私はと言えば、お土産用にせんたく

バサミのタヌキを量産して、その後はタイ

にいて第２子を出産された山本尚子さん用

にスローロリスを作れと厳命されて、要す

るにせんたくバサミ（ピンチ）を使い切っ

てしまったというわけ。 

 そこで１題目。ある特定の形のピンチが

気に入っていて、それは船橋のザ・ダイソー

にしかなかったのです。ところがどうやら

生産中止か何かになってしまったらしい。

間に合わせに買ってきたもので作ったら、

どうも変。足が開きすぎるのです。そんなん

気にしてピンチを見たことなかった。昨日

はダイソーに行って、とりあえず３種類ほ

ど買ってきました。仕上げた時の落ち着き

具合はこれから見ないと。 

 ２題目。同じくせんたくバサミのマスコ

ットがらみで、目玉にするための素材を買

うので津田沼のユザワヤへ。店舗改装のバ

ーゲン中で、いつもなら 100 円をこえるボ

タン式の目玉がなんと「30 円」。買い込み

ましたねえ。お財布の中身は硬貨だけに。

行徳に降りたらすぐに銀行でおろさなくち ゃ、

と思いつつ、きれいに忘れてスーパーで買

い物を始めたあと、はっと気づいた！大慌

てで買い物かごを隅に置いて銀行に飛んで

ゆきました。レジに並ぶ前でよかった。 

 ３題目（これが最大）。同じ日。暑い中、

ひと息入れようとマックで 100 円のソフト

クリームを。食べている最中に、なぜかコ

ーンが折れちゃった！さあ大変、上を食べ

て、あわてて下をなめて、上を食べて下を

なめて、まあなんとか大惨事にはならずに

済みました。あんなオソロシイ思い、何日

ぶりか。 

 窓の外でカワラヒワがさえずっています。

今朝、初めてアブラゼミを聞きました。猫

の毛替わりはまだ続きそう。暑い毎日、み

なさまどうぞお元気で。 



１  月 活 告 

市川市・千葉県等、他団体主催行事含む。定例観察会は除く 

 

 

・5/4～5(水) 菖蒲配り(事前準備含む) 

・5/14(土)  浦安市鳥類カウント(新浦安駅マーレ前集合)   

・5/14(土)  愛鳥週間探鳥会 16 名 

・5/17(火) トビハゼ保全施設連絡会出席(野長瀬) 

・5/21(土) 谷津干潟自然観察センター「コクガン」講演会出席(佐藤達) 

・6/4・5(土・日)谷津干潟の日出展 

・6/5(日) いちかわ環境フェア 2016 出展(於コルトンプラザ) 

・6/18(土) 江戸川放水路トビハゼ観察会 

 (葛西臨海水族園主催。トビハゼ連絡会として野長瀬参加) 

・6/20(月) ベントス調査情報交換会(於谷津干潟) 

・6/28(火) 地域環境社会講座(千葉商大) 

 

・随時：植物調査（植物調査） 昆虫調査（昆虫班）） 

   夜間生物調査準備（夜間生物調査イヴェント班） 

 

取材 打合  

・5/10(火) 県環境生活部部長ら視察 

・5/13(金) 市川市議視察 

・5/15(日) TV 朝日スーパーJチャンネル取材(風呂田さん。5/28 放映) 

・5/18(水) 市川市環境部部長ら視察 

・5/26(木) 市川市議視察 

・6/10(金) 千葉県議視察 

 

 

特 企 行  

・5/7(土) インターン企画子ども観察会(干潟生物)  35 名 

・5/15(日) 江戸前干潟研究学校 32 名 

・5/29(日) フィールドミュージアム「町田池」：13 名 

 

 

 

 

 

 

行徳野鳥観察舎友の会「すずがも通信」   ２１９－２２ 

        



行事案内 

特記があるもの以外は無料です。★屋外での行事に参加する際は、必ず飲み水と帽子をご持参ください。 
 

ボランティアデー  毎月 土曜  
ら 時ごろ で 観察舎スタッフといっしょに保護区の管理作業をしてみませんか？ 

参加ご希望の方は、事前に行徳野鳥観察舎までお問い合わせ下さい（電話０４７－３９７－９０４６） 
 

☆昆虫観察会 8/13(土) 9 時 30 分～11 時 30 分  

 集合：観察舎前  定員先着 20 名。持物：捕虫網・虫か・ 帽子・飲料・タオル・虫よけ 
セミやバッタなどを捕まえて観察してみよう。(保護区内でとらえた生物はお持ち帰りはできません) 

の 化 会 8月13日(土) 18時半～20時半 ※観察舎駐車場集合 

定員先着 30 名   参加費大人 300 円(18 歳未満無料) 持物：懐中電灯・虫よけ  

夏の夜、長い地中生活を終えて羽化するセミの様子を観察します。 

☆夜の生物 察会 8 月 20 日(土)(雨天・荒天時は翌日に順延) 19 時～20 時半 

集合：観察舎前  参加費大人 200 円・中高生 100 円・小学生以下無料 

好評の昆虫観察会が、パワー・アップ！ 今年はコウモリなど、昆虫以外にも注目します。 

小学生以上定員 30 名・要申込み(8/15 月曜締切)  申し込み先：観察舎 047-397-9046 

 持物：懐中電灯・虫よけ・飲料  チ さ 。 

 

☆  

「 てどんな ろ 」 8 月 20 日（土）1３時～１６時 

 先着 20 名・参加費 50 円 講師：多留聖典さん(東邦大学) 
 保護区は全体的に泥っぽい環境。普通の干潟との違いは？トビハゼやカニなどを観察しながら泥の干潟

を学んでいきます。 

☆江戸前干潟研究 校 8 月 21 日（日） 10 時～15 時まで 午前・午後のみも可 

昨年度につづく実施。東邦大学理学部東京湾生態系研究センターの指導により、保護区内の湿地や干潟

で環境学習をするプログラムです。今回は水辺にしかけた網を回収して、魚やエビなどを調べます。 

先着 20 名   持物：帽子・長靴・軍手・筆記用具・飲料・昼食  

 

☆ 番 然 察会   ８月７日（日） ９月４日（日） １０月２日（日） 

集合：船橋海浜公園バス停 10 時。  解散：14 時ごろ。 
交通：京成船橋駅南口（ＪＲ船橋駅南口より徒歩 2 分）より船橋海浜公園行きバス乗車、終点下車。または、

ＪＲ京葉線二俣新町駅より徒歩 25 分（バスもあり） 
持物：弁当、飲み物、帽子、雨具、長靴（または濡れてもいい靴）、観察用具など  参加費：200 円 
主催：千葉県野鳥の会 問合せ：田久保（ ）。 
8 月になれば、もう秋の渡りがはじまります。国境を越えて渡るシギやチドリ、アジサシなどを探してみまし

ょう。暑いですので帽子・飲み物をお忘れなく。 
２１９－２３         行徳野鳥観察舎友の会「すずがも通信」 



保 区 観 会 ご案内 どなたでもご自由に参加できます。 

保護区の中には、以下の観察会などで入ることができます。多少汚れてもよい靴で。 ま

子 をご さ （保護区内にトイレ、水飲み設備はありません。） 
 

☆ 例 内 会（ 曜 ＊事前に観察舎前で名簿にご記入ください。 

集合：行徳野鳥観察舎前 13 時 30 分 解散：15 時 30 分ごろ。＊雨天中止 
問い合わせ：野鳥観察舎（047－397－9046） 協賛：行徳野鳥観察舎友の会 
入道雲にウミネコが舞う季節。さまざまな虫やカニなども保護区の夏を彩ります。 

☆ 例新 会 曜   ８月１４日（日）、９月１１日（日）、１０月９日（日） 

集合：地下鉄東西線 行徳駅前（改札を出て左前方の広場） 10 時 
2 コースに分かれます。「新浜保護区コース」は保護区の中をゆっくり回り、13 時 30 分ごろ解散。「放水路経由コース」は、

バスで江戸川放水路へ、その後保護区を巡り、15 時 30 分ごろ解散。解散場所はいずれも観察舎前。 

主催：行徳野鳥観察舎友の会、日本野鳥の会東京支部、千葉県野鳥の会。 問合せ：友の会（070－1491－9898）
参加費：200 円（18 歳以下は無料） 持物：昼食、飲物、帽子、 水路 400 円 200 円  
秋の渡りの季節。シラサギの群れの足元に小さなシギの姿を探します。小鳥の通過も楽しみ。 
 

☆夕 れ 会 4   ８月２７日（土） ９月２４日（土） １０月２２日（土） 

集合：行徳野鳥観察舎前 16 時 30 分  解散：18 時 30 分ごろ。 
問い合わせ：友の会（070－1491－9898）    ＊小雨決行 
シラサギやツバメのねぐら入りを期待。日が落ちると秋の虫が鳴き始めます。特に 9 月は大合唱。 

平日観 会   ８月４日（木） ９月１日（木） １０月６日（木）             

集合：行徳野鳥観察舎前 10 時  解散：正午ごろ ＊雨天決行 
問い合わせ：友の会（070－1491－9898） 
夏空をバックに背丈以上にのびた湿地の植物が穂をなびかせています。秋のミズアオイも楽しみ。 
 

○友 会 ホ ジ   // o / g  

8 月 1 日より始めます。どうぞよろしくお願いいたします。 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

記  
☆冷蔵庫に放りこんでおいた 2 年前のヒャクニチソウの種をまいたら、発芽してくれた。花が咲くとよいの

だが。難敵はナメクジと我が家の日照不足である。（Ｄ） 
 

ず  ２  月 行 

 認 定 特 定 非 営 利 活 動 法 人 行 徳 野 鳥 観 察 舎 友 の 会 

  i  t o m o n o k a i _ s u z u g a m o @ y b b . n e . j p 

年会  賛助３０００円以上、普通２０００円、電子１０００円、ジュニア(１８歳以下)５００円、法人・団体１００００円以上   

  行 徳 野 鳥 観 察 舎 友 の 会  0 2 2 2 0 - 4 - 6 1 2 9 

U R L  http://gyotokubird.wix.com/npofgbo 
 清 水 大 悟 、 若 林 直 樹 、 西 方 明 雄 、 岩 崎 加 奈 子 （ 庶 務 ） 

印      株 式 会 社  オ フ ィ ス テ ィ ー ス カ イ 

［ 千 葉 県 行 徳 野 鳥 観 察 舎 ( 休 館 中 )  ］ 




